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介
護
保
険

３
割
負
担
な
ど
の
改
悪

国
会
で
介
護
保
険
制
度
を
改
悪

４
月
か
ら
要
支
援
１
・
２
の
認
定
者
が

総
合
事
業
へ

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
年

｜
高
槻
市
は
来
年
１
０
０
年
で
す
｜

　

来
年
８
月
か
ら
一
定
所

得
の
人
を
３
割
負
担
に
し

ま
す
。
要
介
護
認
定
者
の

割
合
を
減
ら
す
な
ど
、
介

護
保
険
の
給
付
費
を
抑
制

し
た
自
治
体
に
優
先
的
に

　

要
支
援
１・
２
の
認
定

者
で
、ヘ
ル
パ
ー
派
遣（
訪

問
介
護
）、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
（
通
所
介
護
）
の
み
を

利
用
し
て
い
る
人
が
４
月

か
ら
総
合
事
業
に
移
行
し

ま
し
た
。
総
合
事
業
で
は

今
ま
で
通
り
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
ほ

と
ん
ど
で
、
４
月
に
デ
ィ

予
算
を
配
分
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
前
倒
し
で
実
施

し
て
い
る
一
部
の
自
治
体

で
は
、介
護
保
険
か
ら「
卒

業
」
と
い
う
理
由
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
打
ち
切
り
や

介
護
認
定
を
受
け
さ
せ
な

い
事
態
が
起
こ
り
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
が
介

護
保
険
に
責
任
を
持
ち
、

介
護
職
員
の
少
な
い
配

置
基
準
と
国
の
負
担
を
引

き
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

サ
ー
ビ
ス
の
時
間
が
短
く

な
る
緩
和
型
の
利
用
者
は

い
な
い
見
込
み
で
す
。

　

緩
和
型
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
者
は
、
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
で
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
８
カ
所
、
デ
ィ

　

高
槻
市
で
は
昨
年
12
月

１
日
か
ら
３
年
間
の
任
期

で
４
９
４
人
の
民
生
委
員

を
委
嘱
し
ま
し
た
。
担
当

区
域
を
持
っ
て
活
動
す
る

委
員
と
、
子
ど
も
や
子
育

て
を
専
門
に
担
当
す
る
主

任
児
童
委
員
が
各
小
学
校

区
に
い
ま
す
。
主
な
活
動

は
支
援
を
必
要
と
す
る
人

か
ら
相
談
を
受
け
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
な

ど
、
心
配
事
を
解
決
し
ま

す
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
が
民
生
委
員
を

対
象
に
実
施
し
た
調
査
結

果
を
公
表
し
ま
し
た
。
４

人
に
１
人
が
「
社
会
的
孤

立
の
世
帯
」
を
担
当
し
、

孤
立
し
て
い
る
６
割
近
く

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
40
代
か
ら
50
代
の
世

帯
も
13
％
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
疑
い
も
含
め
て

障
害
の
あ
る
人
が
28
％
、

25
％
に
認
知
症
の
病
状
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
と
認
知
症
の
人
が
増
え

た
こ
と
が
社
会
的
孤
立
が

増
加
し
て
い
る
背
景
に
あ

り
ま
す
。
不
安
定
な
働
き

方
も
、
孤
立
を
生
み
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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必要な介護や生活支援を
受けていない

精神的疾患・
精神面の不調（うつ等）

外出が困難

近隣住民とトラブル

認知症

身体的な病気・けが 34.1

27.4

21.9

21.4

20.9

18.9 （％）

支援対象者及び世帯が抱える課題（複数回答）

サ
ー
ビ
ス
は
２
カ
所
で

す
。

高額介護サービス費は、介護サービスを利用する場合、
利用者負担の月額の上限が設定されます。超えた分は払
い戻しされます。

高額介護サービス費の基準
区分 負担額の上限

①現役並み所得者に相当する人がいる世
帯の人

②世帯内のだれかが市区町民税を課税さ
れている人

③世帯全員が市区町村民税を課税されて
いない人

④老齢福祉年金を受給している人
⑤前年の合計が年間80万円以下の人
⑥生活保護を受給している人等

37200円（世帯）から44400円（世帯）へ
2015年8月から
37200円（世帯）から44400円（世帯）へ
2017年８月から
24600円（世帯）

24600円（世帯）
15000円（個人）
15000円（個人）
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第
２
次
高
槻
環
境
基
本
計
画
の
策
定
か
ら
５
年
が
た
ち
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
２
次
高
槻
市
環
境
基
本
計
画
が
改
訂

　
　
　
　
　
　
「
高
槻
の
自
然
は
貴
重
な
財
産
」

　

二
酸
化
炭
素
な
ど
は
環

境
基
準
は
守
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
、
Ｐ
Ｍ
２・
５
は
環

境
基
準
を
超
え
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
基
準
内
で
、

公
共
下
水
道
の
普
及
が
影

響
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

一
部
の
農
業
用
水
路
で
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
増
加
の
原

因
に
な
る
富
栄
養
化
が
見

ら
れ
る
と
し
、
水
質
保
全

の
た
め
に
、
引
き
続
き
監

視
を
す
る
と
と
も
に
、
工

場
や
事
業
場
へ
の
立
ち
入

り
調
査
・
指
導
に
取
り
組

む
と
し
て
い
ま
す
。

　

河
川
の
保
全
で
は
、
芥

川
で
「
ひ
と
と
魚
に
や
さ
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し
い
川
づ
く
り
」
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
天
然
の
鮎

が
再
び
遡
上
す
る
な
ど
、

生
態
系
の
回
復
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　

人
目
の
つ
か
な
い
山
林

や
幹
線
道
路
沿
い
な
ど
で

見
ら
れ
る
た
め
、
市
や
地

域
住
民
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
、
不
法
投
棄
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
引
き

継
ぎ
、
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
し
、
水
源

と
な
る
森
林
の
適
切
な
管

理
、
河
川
の
環
境
改
善
を

進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
で
は
、
ご

み
の
排
出
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
現
状
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

高
槻
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
ご
み

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
多
量
に
ご
み
を
出
す

事
業
者
へ
の
指
導
を
行
い

事
業
系
ご
み
の
削
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。課
題
は
、

ご
み
そ
の
も
の
の
発
生
を

抑
制
す
る
こ
と
、
紙
ゴ
ミ

な
ど
の
分
別
の
徹
底
と
し

て
い
ま
す
。「
利
用
者
が

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
製
品

を
事
業
者
が
製
造
す
る
こ

と
も
大
事
で
す
。」

　

温
室
効
果
ガ
ス
を
国

は
「
２
０
３
０
年
ま
で
に

２
０
１
３
年
度
比
２
６
％

削
減
」
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
高
槻
市
で

は
、
２
０
２
０
年
度
ま

で
に
１
９
９
０
年
度
比

で
２
５
％
削
減
を
目
標

に
し
、
排
出
削
減
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
２
０
０
９
年
か
ら
増

加
し
２
０
１
２
年
に
は

１
９
９
０
年
を
上
回
る
状

況
に
な
り
ま
し
た
。特
に
、

家
庭
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

で
増
え
て
お
り
、
市
民
・

事
業
者
へ
の
啓
発
を
強
化

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

大
気
の
状
況

不
法
投
棄

リ
サ
イ
ク
ル

河
川
の
水
質
検
査

自
然
環
境
の
保
全

地
球
温
暖
化
対
策

の
課
題

2010年 2012年1990年


